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球根情勢報告 

2017年年産ｵﾗﾝﾀﾞ産/ﾌﾗﾝｽ産百合球根在庫表送付にあたり 

 

平素よりお引き立ていただき誠にありがとうございます。 

 最新の在庫状況をお繋ぎいたします。よろしくご確認ください。 

 

 2015年産/2016年産北半球産百合球根輸入状況 

本年 9月末までの有価量は、日本全体で前年比 3.9％減。約 3,750,000球の減少となっております。（10月 11

月の入荷量は未定。） 

 これは、透かし L.A百合の輸入量が減少しているという風にとらえています。 

  

 2016年産/2017年産南半球産百合球根輸入状況 

 2016年産/2017年産南半球産においても同様で、総輸入数の減少が見込まれていますが、やはり透かし L.A百

合の輸入量減少が見込まれています。（透かし L.A百合の減少は、日本全体で約 1,250,000球減少と見込んでい

ます。） 

 

 2017年産北半球産百合球根掘り取り状況 

2017年産ｵﾗﾝﾀﾞ産/ﾌﾗﾝｽ産の掘り取りが開始されました。 

 9月 15日情勢報告以降ｵﾗﾝﾀﾞの気象・国際市場の動きは著しく変動しています。 

 天気は…、 

 9月は、寒い。雨が多くなった様です。 

 ボトリチスの侵入が進みました。既に鉄砲百合の掘り取り作業は終了しています。 

 誠に申し訳ありませんが、主力のウーリータワー・ホワイトフォックスは、25～45％の欠品となってしまいま

した。 

 やはり、ﾌﾗﾝｽの 1栽培受託農家の不作の影響が出るようです。 

 ｵﾗﾝﾀﾞ産透かし L.A百合については、作況がばらついています。 

 9月の気温が十分に下がり、10月が比較的暖かく推移している地域が多いようです。 

 低温積算のカウントは、少なくとも 16年産に比べれば早く始められたとは言えそうです。 

 作況によるところの大きな変更が起きないことを願っています。 

 

 百合球根市場状況 

中国市場を中心に、球根の過剰感が出てしまっている様です。 

 対象となる品目・花色に少なくない影響が出ている様です。（主に O.T系。それに影響されて O.T系別花色一

部の白（O.H系）） 

 一方、ｵﾘｴﾝﾀﾙ系については、まずまずの安定した動きとなっている様です。（豊作予測は消えました。） 

掘り取り作業は思いのほか順調との事。（天候に恵まれているとの事。）品質の為に好影響が出てくれること

を願っています。 

 

先日 10月 27日・28日と百合球根業界は 2つの大きなイベントがございました。参加いただきました皆様に

はお忙しい中ご足労いただき、大変ありがとうございました。 

リリープロモーションジャパンの活動もそのメインプロモーション活動を「Ms ﾘﾘｰキャンペーン」「ﾘﾘｰｴﾝｼﾞｪ



２ 

ﾙ」（最終 5年目 48人目のﾘﾘｰｴﾝｼﾞｪﾙが 11月から始動しました。） 

 来年 1月 1日より、「リリーアンバサダー活動」が開始されます。 

 お客様であり、切花産地の営業対象だった卸売市場セリ人の方々、生花店の皆様からも「百合の魅力を発信し

ていただくアンバサダー」に就任いただきました。 

  

世界の球根農家から、生花店の皆様まで一つの線でつながりました。 

 これは冷静に考えてみるに…、 

 今までありましたっけ？？ 

 

 球根業社は、精一杯アンバサダーの活動を応援していきたいと考えております。 

 「百合好きの人たちが、百合好きの仲間を増やしていく」地道な活動になると思います。 

 市場や生花店の皆様が味方になってくれたことはこれほど心強いものはありません。 

 どうかよろしくお願いいたします。 

 

 

 ご不明な点等ございましたら、お問い合わせください。 

   

以上 
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